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16 前立腺癌アンドロゲン抑制療法による生体内

アンドロゲン環境の変化と生物学的悪性度
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腎泌尿器病態学分野

【臼的】アンドゲン抑制療法 (ADT)による生

体内アンドロゲン環境の変化がGleasonscore

(GS)による生物学的悪性度と関係するのか検討

した.

E方法】20摘 草5月から2006年 12月までに

LH-RHアゴニストとフルタミドによるADTを

行った前立腺癌患者72名 (T2-3NOMO)を対象

とした.治療前と治療後6カ月後に血液中アンド

ロゲン値を測定した.GS≦ー6,GS7,GS之8の3

群に分類 しADT前後の血液中アンドロゲン値に

ついて検討した

【結果】28症例に有害事象を認め6カ月以内に

フル タミドを中止 した.ADTにより血液中の

testosterone,DHT,DHEA-S,androstenedione,

LH,FSH,PSAは有意に低下した (p<0.001in

all).ADT前では,血液中testosterone値は,

GS≦006の群よりもGS之 8の群で低い傾向にあ

ったが (p-0.058),ADT後にはGS之8の群の

方がGS≦_6の群よりも高い傾向を示 した (p:-

0.060).ADT後の血液中testosterone値はチDHT,

androstenedione.DHEA-Sと相関していた.

【結論】ADT後の血液中testosterone値は,刺

腎由来のアンドロゲン値とよく相関し,高悪性度

癌ほど高く維持されていた.ADT後の高悪性度

前立腺癌の増殖には副腎アンドロゲンの関与が示

唆された.

17 卵巣皮様嚢腫悪性転化例の検討
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卵巣皮梯嚢腫悪性転化例は,閉経後に多く発症

し,20-30代に好発する良性皮様嚢腫の0.1-

3.8%に悪性変化が細られている.最近経験した2
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症例と過去の7伊1を加えて報告する.

〔症例 1〕47歳,本年 1月子宮がん検診で左卵巣

腫癌を指摘 され紹介受診.腺癌マ-カー,超音

波 ･CTで疲様嚢腫と判断し2月腹腔鏡下両側卵

巣腫廃嫡出した.肉眼所見で右卵巣疫様嚢腫と判

断したが,病理診断は扇平上皮癌で,後目再開腹

し卵巣癌基本術式をしたが‡Cくわ)期で,抗がん

剤治療を追加している.

〔症例2]38歳,本年3月近医で左付属器魔境を

指摘され,地元総合病院にて4月左付属器切除術

が施行された.その後の病理診断が悪性転化扇平

上皮癌で,追加治療のため当科紹介となった.治

療前の腫癌マ-カ-,超音波 書CTは皮様嚢腫の

診断,摘出物肉眼所見も同様であった.進行期は

ⅠC期以上,切断端陽性で,再開腹 し卵巣癌基本

術式をしたが癌遺残なくlc(a)期となった.玩

がん剤治療を追加 し経過している.

18 婦人科悪性腫癌におけるPET-CTの有用

性に関する検討
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E目的】PET-CTによる薩酎象検査は腺癌の質的

診断が可能なことから,悪性腺癌の診断において

その有肝性が示されている.今回我々は婦人科悪

性腺癌患者の診断におけるPET-CTの有用性に

ついて,病変部位に注冒して後方視的検討を行っ

たので報告する.

【対象 ･方法】2002年から2009年まで,精義目

的にPETもしくはPET-CTを施行した婦人科悪

性腺癌症例 46名,のべ55件を対象とし,CT ･

MR王による病変指摘の有無,pET集積所見の有

無,画像検査後の手術 .病理所見及び臨床経過よ

り,各病変部位別の正診率について検討した,

E成績】悪性所見の有無について,PET ･PET-

CT全体 (CT iMRI全体)では感度 86.1%

(83.3%),特異度84.2% (38.9%),正診率85.4

% (69.1%),陽性的中率90.9% (73.1%),陰性

的中率76.1% (57.i%)であり,CT･MRIと比
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較 した場合いずれの数値 も高値を示 した (p-

0.037).直前のCT ･MRlで病変が指摘された41

件の内訳は (重複含む),リンパ節 18件 (PET正

診率94.4%,以下同様),腹腔内ま1倖 (90.90/a),

肝 7件 (loo‰),子宮 書腔5件 摘0.0%),肺5

病変が指摘 されなかった14件の PET正診率は

71.40/Oであり,PETで腸間膜 ･腹膜病変を同定可

能であったケースを2倖認めた.

【結論】PET ･PET-CTによる診断では,

CT ･MRI検査と比較した場合に,時に偽陽性減

少に寄与するものと考えられた. またPET ･

PET-CT検査は,CT ･MRIでは検出国難な腹

膜 ･ 腸 間 膜 病 変 を拾い 上げる際に有用である可能

性 が 示唆された.
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2001-2008年でSLNB目的にリンフォシンチ

グラフィを施行した乳癌症例1497例を対象とし,

艮王法単独での精度と長期成績を検討 した.術前化

学療法症例 (NA仁)113例も含む.平均年齢 53

歳,観察期間中敷櫨43M 拍-95M).

【結果】SLNBのみでの終 了症例は ま008例

(67.3%),腹蔵リンパ節郭清 (Ax)移行例は489

捌 く32.7%).Ax移行例は①リンフォシンチグラ

フィでhotnodeの描出なしが102例②術中同産

不能が54症例③病理迅速診断で転移陽性が273

例,その他43例.①と②の倉紬 ま156例で,轟の

閲定率は89.6%であるが,前期と後期では85%,

940/Oと後期4年間で改革がみられた. (NAC症

例の晶の同産率は77,8%で,奏功率別でみるとタ

C-CR90.3%,PR77.8%,SD68.8%,PD42.9%

であった.)偽陰性率は5.7%,non-SLNにのみ

転移陽性 2ま例 (2%)で,SLNBの長期成績は,

同機膳蘭のみの再発が5例 (0.49%),遠隔転移

が32例 (3,10/a)であった.

20 高齢者 (州 歳以上)肺癌に対する手術治療

成績
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【目的】本ダル-プに登録された80歳以上肺癌

手術例につき,術後合併症と成績につき検討した.

持寸象】2001年から2008年までに,本グル-プ

に登録された肺癌手術例 5119例のうち,手術時

年齢が80歳以上であった401例を対象とした.

男性 271例,女性 130例で,年齢は80-92歳

(中東値81),術式は薬切247例,区切45例,部切

10射乳 試験開胸4例であった.病理病期は,0期

2,Ⅰ期328,Ⅲ期27,m期41,Ⅳ期3例であった,

【結果】手術死亡は1例 (0.24%),捌 完死亡は

4例 (1%)で,死因は肺炎3,呼吸不全1,脳梗

塞 1例であった.術後合併症は,80例 (20%)に

発生した.内容は,肺漏,不整脈,肺炎,詣妾,秤

吸不全,気管支癌,気管支職息発作,イレウス,間

質性肺炎,低酸素血症などが多かった,術後5生

準は54.1%であった

【結語】80歳以上の高齢者肺癌手術は,合併症

発生率はやや高いが,その治療成績はほぼ満足で

きるものであった.

21 食道痛術後骨転移症例の検討
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【背景と目的】食道癌術 後 血 行惟 再発 は リンパ

行性再発と比較しで予後不良で あ るが,転移臓器


